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３．実証試験結果 熱・光学性能測定結果 

〔正〕 
【熱・光学性能測定結果】*1 

 
黒色 灰色 白色 

暴露
試験前

暴露
試験後

暴露
試験前

暴露 
試験後 

暴露 
試験前 

暴露
試験後

日射反射率 

近紫外および 
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計算結果 

東京都 

室温上昇抑制効果（夏季 14 時） 

体感温度（作用温度） 

1.6℃ 

(45.3 ℃ →

43.7℃) 

1.4℃ 

(45.3℃→

43.9℃) 
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３．実証試験結果 

参考項目 

東京都および大阪府 

暖房負荷低減効果（冬季 1ヶ月） 

熱量および電気料金 

符号（－）

を追加 

符号（－）

無し 

東京都および大阪府 

暖房負荷低減効果（冬季 11～4 月） 

熱量および電気料金 

符号（－）

を追加 

符号（－）

無し 

大阪府 

冷房負荷低減効果（年間空調） 

電気料金 

円/年 円/月 
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○ 実証試験結果の概要 
実証対象技術／ 

環境技術開発者 

高反射率塗料（ＲＢコート）／ 

株式会社 ダイフレックス 

実証機関 財団法人 日本塗料検査協会 

実証試験期間 平成２０年１１月４日～平成２１年３月１６日 
 

１．実証対象技術の概要 

（原理・材質等） 

ＲＢｺｰﾄは高反射塗料に属し、物体に塗装した場合、太陽光の約５０％を占める赤外線を

塗膜表面で反射し、その吸収による物体の構成分子の熱運動への起伏を抑制し、熱ｴﾈﾙｷﾞｰ

への変換を少なくして、物体そのものの蓄熱を抑制するものです。塗料の主要構成要素は

樹脂、顔料及び溶剤(水系の場合は水)で、その内、熱線の反射、吸収の影響を受け易いも

のは顔料であり、これに着目した。 
２．実証試験の概要 

○ 数値計算における設定条件 

高反射率塗料の熱・光学特性を測定し，その結果から，数値計算により下記条件における対

象建物の屋根に高反射率塗料塗布に伴う効果（冷房負荷削減効果等）を算出する。 

数値計算は，実証対象技術の灰色の測定結果を用いて行った。 

なお，数値計算の基準は，灰色（N6）の一般塗料とした。ただし，実証対象技術の灰色の明

度 V が 6±1 の範囲内にないものは，同じ明度の一般塗料を基準とした。 
２－１．対象建物 

工場（鉄骨造，平屋建て） 
・最高高さ 13.0m 
・延床面積 1000.0m2 
※周囲の建築物等の影響による日射の遮蔽は考慮しない。 
※屋根全面に高反射率塗料を塗布した条件下で数値計算を行う。 

２－２．使用気象データ 

東京・大阪 90 年代標準年 
２－３．冷暖房設定 

建築物 冷房設定温度（℃） 暖房設定温度（℃） 稼働時間 

工場 28.0 18.0 
平日： 8～17 時 
土日： なし 

２－４．ＣＯＰ（エネルギー消費効率）の設定 

建築物 冷房（－） 暖房（－） 
工場 3.55 3.90 

（参照：（財）省エネルギーセンター，「省エネ性能カタログ 2006 年 夏版」，「省エネ性能カタログ 業務用エアコン」） 

２－５．電力量料金単価の設定 

地域 建築物 標準契約種別 
電力量料金単価（円／kWh）*1 
夏季*2 その他季*3 

東京 
工場 

高圧電力 A 13.59 12.51 
大阪 高圧電力 BS 12.59 11.53 

*1：電力量料金単価は，消費税相当額を含んだものである。 
*2：夏季…7 月 1 日～9 月 30 日 
*3：その他季…10 月 1 日～6 月 30 日 
注）燃料価格変動に依存する燃料費調整単価は 0 円／kWh と仮定。 
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３．実証試験結果 

○ 空調負荷低減性能実証項目／環境負荷・維持管理等実証項目 

【熱・光学性能測定結果】*1 
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可視光域*2 （％） 16.6 15.6 40.4 38.2 88.6 81.9 

近赤外域*3 （％） 28.0 26.2 58.0 55.5 84.7 81.1 

全波長域*4 （％） 21.4 20.0 47.7 45.4 86.5 81.2 

長波放射率  （－） 0.89 0.89 0.89 0.90 0.90 0.89 

明度  （－） 3.4 3.3 6.1 5.9 9.9 9.5 

*1：暴露試験前の結果は，試験体数量 3 での試験結果の平均値である。 
*2：近紫外および可視光域の波長範囲は，300 nm～780nm である。 
*3：近赤外域の波長範囲は，780 nm～2500nm である。 
*4：全波長域の波長範囲は，300 nm～2500nm である。 
 

【参考】（明度と日射反射率（全波長域）の関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１  明度と日射反射率（全波長域）の関係  
※ 図中の凡例：一般塗料（近似曲線）は，社団法人日本塗料工業会における測定データを

元に，近似式を算出したものである。

※左図は，平成 20 年度環境技術

実証事業ヒートアイランド対策

技術（建築物外皮による空調負

荷低減等技術）において実証を

行った高反射率塗料と一般塗料

の明度と日射反射率（全波長域）

の関係を示したものである。 
※明度 V が 10 に近い白色では，

一般塗料と高反射率塗料とで日

射反射率に差はほぼ無い。高反

射性率塗料は，近赤外域での反

射率を高くする技術を使用して

おり，白色でない，灰色あるい

は黒色でも日射反射率を高くす

る機能を持っている。左図に示

したように，白色では一般塗料

と高反射性材料との間で差はな

いが，灰色，黒色では明らかに

日射反射率に差が現れている。

（詳細：ⅶページ） 
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【分光反射率（波長範囲：300nm～2500nm）の特性】 

1) 黒色 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
図－２  分光反射率測定結果（黒色） 

2) 灰色 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
図－３  分光反射率測定結果（灰色） 

3) 白色 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
図－４  分光反射率測定結果（白色） 

※ 暴露試験前後の番号は試験体に任意に付した番号である。暴露試験前の測定は，施工時のば

らつきを考慮し，試験体数量 3（n=3）として測定した。測定した試験体のうち，日射反射率

が 2 番目に大きいものを屋外暴露試験に供した。屋外暴露による性能劣化を把握するため，

暴露試験終了後に測定を行った。 
※ 屋外暴露試験は，（財）建材試験センター中央試験所内（埼玉県草加市）にて行った。 
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○ 標準モデルに基づく数値計算により算出する実証項目／環境負荷・維持管理等実証項目 

 【計算結果】 

  
東京都 大阪府 

工場 

屋根（屋上）表面温度低下量 

（夏季 14 時）*1 

6.4 ℃ 6.1 ℃ 

（ 55.2℃→48.8 ℃） （ 56.4℃→50.3 ℃） 

室温上昇 

抑制効果*1 

（夏季 14 時） 

自然室温*2 

（冷房無し） 

1.5 ℃ 1.5 ℃ 

（ 45.3℃→43.8 ℃） （ 46.9℃→45.4 ℃） 

体感温度*3 

（作用温度） 

1.6 ℃ 1.6 ℃ 

（ 45.3℃→43.7 ℃） （ 46.8℃→45.2 ℃） 

冷房負荷 

低減効果*4 

（夏季 1 ヶ月） 

熱量 

814 kWh/月 993 kWh/月 

（一般塗料 34903 kWh/月) （一般塗料 40965 kWh/月) 

2.3 ％ 低減 2.4 ％ 低減 

電気料金 3117 円/月 3522 円/月 

冷房負荷 

低減効果*4 

（夏季 6～9 月） 

熱量 

2630 kWh/4 ヶ月 3166 kWh/4 ヶ月

（一般塗料 89450 kWh/4 ヶ月) （一般塗料 105634 kWh/4 ヶ月)

2.9 ％ 低減 3.0 ％ 低減 

電気料金 9869 円/4 ヶ月 11008 円/4 ヶ月 

日射時の対流顕熱量低減率 

（夏季 1 ヶ月） 

大気への放熱を 32.4 ％ 低減 大気への放熱を 32.4 ％ 低減 

（317132MJ→214390 MJ） （387245MJ→261828 MJ） 

日射時の対流顕熱量低減率 

（夏季 6～9 月） 

大気への放熱を 32.1 ％ 低減 大気への放熱を 32.1 ％ 低減 

（1143462MJ→776136 MJ） （1345526MJ→912988 MJ） 

夜間時の対流顕熱量低減率 

（夏季 1 ヶ月） 

大気への放熱を 59.4 ％ 低減 大気への放熱を 44.1 ％ 低減 

（2657MJ→1080 MJ） （5845MJ→3269 MJ） 

夜間時の対流顕熱量低減率 

（夏季 6～9 月） 

大気への放熱を 67.0 ％ 低減 大気への放熱を 46.7 ％ 低減 

（9374MJ→3089 MJ） （22936MJ→12235 MJ） 

*1：8 月 1 日～10 日の期間中最も日射量の多い日時における，対象部での屋根面・室温の抑制効果 
*2：冷房を行わないときの室温 

*3：放射温度を考慮した温度で，室温と，室内周壁等の平均放射温度の平均温度 

*4：夏季 1 ヶ月（8 月）及び夏季（6～9 月）において室内温度が冷房設定温度を上回った時に冷房が稼働し

た場合の冷房負荷低減効果 
注）数値計算は標準問題をもとに実施しており，実際の導入環境とは異なる。また，数値計算の基準には，

灰色（N6）の一般塗料を用いた。ただし，実証対象技術の灰色の明度 V が 6±1 の範囲内にないものは，

同じ明度の一般塗料を基準とした。 
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 【参考項目】 

  
東京都 大阪府 

工場 

冷房負荷 

低減効果*1 

（年間空調） 

熱量 

3606 kWh/年 4490 kWh/年 

（一般塗料 95217 kWh/年) （一般塗料 118583 kWh/年) 

3.8 ％ 低減 3.8 ％ 低減 

電気料金 5097 円/年 10749 円/年 

暖房負荷 

低減効果*2 

（冬季１ヶ月） 

熱量 

-930 kWh/月 -420 kWh/月 

（一般塗料 11028 kWh/月) （一般塗料 14466 kWh/月) 

-8.4 ％ 低減 -2.9 ％ 低減 

電気料金 -2985 円/月 -1243 円/月 

暖房負荷 

低減効果*2 

（冬季 11～4 月） 

熱量 

-2510 kWh/6 ヶ月 -1542 kWh/6 ヶ月

（一般塗料 39706 kWh/6 ヶ月) （一般塗料 46155 kWh/6 ヶ月)

-6.3 ％ 低減 -3.3 ％ 低減 

電気料金 -8053 円/6 ヶ月 -4559 円/6 ヶ月 

冷暖房負荷 

低減効果*3 

（期間空調） 

熱量 

119 kWh/年 1623 kWh/年 

（一般塗料 129156 kWh/年) （一般塗料 151789 kWh/年) 

0.1 ％ 低減 1.1 ％ 低減 

電気料金 1815 円/年 6448 円/年 

*1：年間を通じ室内温度が冷房設定温度を上回った時に冷房が稼働した場合の冷房負荷低減効果。 
*2：冬季 1 ヶ月（2 月）及び冬季（11～4 月）において室内温度が暖房設定温度を下回った時に暖房が稼働

した場合の暖房負荷低減効果 
*3：夏季（6～9 月）において室内温度が冷房設定温度を上回った時に冷房が稼働し，冬季（11～4 月）にお

いて室内温度が暖房設定温度を下回った時に暖房が稼働した場合の冷暖房負荷低減効果 
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【計算結果・参考項目に共通する注意点】 

１．計算結果及び参考項目は，モデル的な工場を想定し，各種前提のもと数値計算したものであ

る。 

２．計算結果・参考項目において設定した冷暖房の運転期間は，下記の通りとした。 

・夏季 14 時 ： 8 月 1 日～10 日の期間中最も日射量の多い日の 14 時 

・夏季 1 ヶ月 ： 8 月 1～31 日 

・夏季 6～9 月 ： 6 月 1 日～9 月 30 日 

・冬季 1 ヶ月 ： 2 月 1 日～28 日 

・期間空調 ： 冷房期間 6～9 月及び暖房期間 11～4 月 

・年間空調 ： 冷房期間 1 年間* 

*：設定温度よりも室温が高い場合に冷房運転を行う。  

３．冷房・暖房負荷低減効果の熱量の欄にある「一般塗料 ○○kWh/△△」とは，一般塗料を塗

布した状態において，日射・電気機器等により室内に加えられる熱負荷の一定期間における

総和を示している。 

４．電気料金について，本計算では高反射率塗料の塗布による室内熱負荷の差を検討の対象とし

ていることから，種々の仮定が必要となる総額を見積もることをせず，熱負荷の変化に伴う空

調電気料金の差額のみを示している。 

５．数値計算は標準問題をもとに実施しており，実際の導入環境とは異なる。 

 
 
 
○ 環境負荷・維持管理等実証項目の確認試験（参考） 
【付着性】 

 暴露試験前 暴露試験後 

付着強さ（N/mm2） 1.1 1.1 

*1：結果は，試験体数量 3 での試験結果の平均値である。 
*2：破壊状況は，本編に詳細を示す。 
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【注意事項】 
 材料の明度 V と日射反射率 ρe とは相関があり，一般的には明度が高いほど日射反射率も高

くなる。材料表面の明度は，0～10 の範囲の数字で表される（理想的な白が 10，理想的な黒

が 0 とされる*1）。明度が 10 に近付くほど可視光線の反射率が高くなり，その表面は白く見

える。日射光は，大まかに言うと，紫外線，可視光線および近赤外線から成るが，このうち

可視光線域のエネルギーが約半分を占める。このため，明度が高くなるほど（白くなるほど）

可視光線域のエネルギーを多く反射するため，日射反射率が高くなる。また，一般的に白色

は，近赤外線の反射率も高くなる傾向がある。これにより，近赤外線域のエネルギーも反射

するために，日射反射率がより高くなる。 
 上記の原因により，明度が 10 に近い白色では，一般塗料と高反射率建材とで日射反射率に

差は無くなる。〔関係は，図－１ 明度と日射反射率の関係（ⅱページ参照）に示す〕 
 一般的な高反射率建材は，近赤外線域での反射率を高くする技術を使用しており，灰色あ

るいは黒色のように，白色ではなくても，日射反射率を高くする機能を持っている。図－１

に示したように，白色では一般塗料と高反射率建材との間で，日射反射率の差は大きくない

が，灰色および黒色では，同じ明度において日射反射率の差は明確に現れている。 
 これらのことから，高反射率建材の比較を，白色ではなく灰色（N6（無彩色，明度 V=6））
に着色したもので行うことで，高反射率建材の性能を実証している。 
 しかし，申請技術の中には高反射率防水シートのように明度を自由に調整できない材料

や，明度を調整しきれなかった塗料があった。これらの技術の比較は，高反射性能だけでは

なく色の違い（特に明度）による差が生じてしまう結果となる。この色の違いによる差を極

力排除するため，指定した明度（V=6）と大きく差がある技術（V>7 または V<5）において

は，同様の明度を持つ一般塗料との比較を行うものとした。従って，申請技術同士を比較す

る場合，明度が V=6±1 の範囲外の技術同士の比較は行えない。そのため，各実証対象技術

の結果を評価する際には，注意が必要である。 
 

*1：JIS Z 8721（色の表示方法－三属性による表示） 
注）明度は，マンセル表色系の表示方法による値である。 
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（参考情報） 

このページに示された情報は，全て環境技術開発者が自らの責任において申請した内容であり，環

境省および実証機関は，内容に関して一切の責任を負いません。 

 ○ 製品データ 

項目 環境技術開発者 記入欄 

製品名・型番 ＲＢコート 

製造（販売）企業名 株式会社 ダイフレックス 

連
絡
先 

TEL／FAX TEL：047-436-0811     FAX：047-436-0815 

Web アドレス http://www.dyflex.co.jp/ 

E-mail t-takeda@dyflex.co.jp 

高反射率塗料全厚 約 140μm 

設
置
条
件 

対応する建築

物・窓など 

・工場や倉庫、体育館等の屋根(ｽﾚｰﾄ屋根、金属折半屋根) 

・マンション、オフィスビル等の建物の屋上(ｺﾝｸﾘｰﾄ屋根) 

・戸建住宅屋上、ベランダ 

施工上の留

意点 

・塗布量は 0.15kg/㎡の 2回塗りです。 

・吹き付け施工厳禁。 

・小分けする場合は混合攪拌用の容器を用意して下さい。 

・使用可能時間を過ぎた材料の使用厳禁(攪拌後冬場 2時間、 

夏場 1時間以内)。 

その他設置

場所等の 

制約条件 

・5℃以下の使用厳禁 

・5℃以下になる場所には保管しないで下さい。 

・オータス・エコ、エコ・ウレックスの上に使用する場合は層間 

プライマーＥ0.15kg/㎡が必要です。 

メンテナンスの必要

性 

耐候性・製品寿命な

ど 

・スパイクシューズ等接地面の鋭利な履き物で歩行しないで下さい。 

・防水層は有機物なので、火気を使用しないで下さい(タバコや花

火等)。 

・溶剤、ガソリン、不凍液等溶解力のある溶剤をこぼさないで下さい。 

・防水層を損傷してしまうため、ゴルフ等の練習はしないで下さい。 

・重量物を引きずったり、鉄パイプ等角の鋭利な物を落とさない 

で下さい。 

・カッターナイフ等鋭利な物で作業する場合は合板等で十分養生

し、防水層を傷付けないようにして下さい。 

・接地面にパイプ状のイスやテーブルを置く場合は、脚先をゴム 

キャップ等でカバーして下さい。 

・角のある物を置く場合は、間にゴム板等を敷いて養生して下さい｡ 

・クーリングタワーの防藻剤や殺菌剤の種類によっては防水層を 

痛める場合があるので、薬剤メーカーに確認上ご使用下さい。 

・防水層を清掃する際は、中性洗剤以外は使用しないで下さい。 

・植木鉢を置く場合は鉢の下に水が溜まらぬよう設置してくださ 

い。長時間の水溜りは防水層の劣化を促します。 

・高反射顔料を使用しているため変色する場合があります 

・３～５年に一度点検を行い、劣化した場合はトップコートの塗り

替え(有償)を行なって下さい。 
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項目 環境技術開発者 記入欄 

技術上の特徴 

・日射反射率が 50%以上(N6 グレー)であり、東京都のクールルーフ 

推進事業の規格に合致している。 

・表面温度は汎用トップコートと最大 15℃の温度差があり、十分 

な遮熱性能を有する(実験室内における試験結果)。 

・水性トップコートなので環境負荷の低減が可能。 

・表面が親水性であるため、雨水によるセルフクリーニング性がある。 

・カラフルな色が対応可能（日塗工のほぼ全色に対応。ただし色 

によっては遮熱効果の薄いものある）。 

・遮熱性能だけでなく、防水とセットにすることにより建物の超寿 

命化に貢献。特に工場や倉庫の屋根(スレート屋根、金属折半 

屋根)の改修工事に最適。 

・当社ほとんど全ての防水工法に適応可能。 

・中空バルーンを使用していないため、塗布作業性、硬化後の耐 

汚染性に優れる。 

・Ｆ☆☆☆☆取得品(NUK-F07228：日本ウレタン建材工業会) 

コスト概算 

イニシャルコスト 

 設計施工価格（材工共）   

 ＲＢコート単価 \400 1 ㎡ 

 施工費 \600 1 ㎡ 

 合  計 \1,000 1 ㎡ 

 
備考：150g/㎡×2回塗り 

300 ㎡以上を基準とする。施工費は２人工で計算 
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○ その他メーカーからの情報 


